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町道大山田立野線 上記区間内 平成 年 月
日 平成 年 月 日 工事期間中、午

前 時 分 午後 時 、全面通行止
協力 願 。

、工事 進捗状況等 、交通規制 内
容 変更 場合 。
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不法投棄現場周辺 水質分析結果の
（平成 年度経年変動調査分）

調査項目
採 水 日
採水場所

調査結果

問 合

21

小口字北沢地区不法投棄現場周辺 水質分析結果
知 。

健康項目、生活環境項目、 他
平成 年 月 日（月）

周辺環境水
①投棄地直下河川
②農業用水
③小口川上流
投棄現場浸出水

①投棄地下流側観測井
②投棄地内観測井
周辺人家井戸水
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